
広報あんじょう 2018.4.1 俄

４
月
１
日
か
ら
、
下
表
の
と
お

り
市
の
組
織
を
改
正
し
ま
す
。
昨

年
度
よ
り
１
課
３
係
増
の

部
１５

４５

課

係
体
制
と
し
ま
す
。

１２８
■
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー（
あ

ん
ス
テ
ッ
プ
汐
）の
開
所
に
伴
う

組
織
の
見
直
し

７
月

日
に「
子
ど
も
発
達
支

１７

援
セ
ン
タ
ー
」が
開
所
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
準
備
室
」を
廃
止
し
、
新

た
に「
子
ど
も
発
達
支
援
課
」を
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
す
。「
施
設

管
理
係
」は
セ
ン
タ
ー
全
体
の
管

理
運
営
を
、「
相
談
支
援
係
」は
保

健
セ
ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー
及

び
社
会
福
祉
会
館
で
実
施
し
て
い

る
障
害
児
や
子
ど
も
の
発
達
に
関

す
る
相
談
支
援
業
務
を
一
元
化
し

て
担
当
し
ま
す
。「
療
育
係
」は
発

達
に
心
配
の
あ
る
子
の
親
子
療
育

を
行
い
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
っ
た
療
育
セ
ン
タ
ー
は
移
設

し
、
新
た
に
名
称
を「
や
ま
び
こ

ル
ー
ム
」と
し
て
運
営
し
ま
す
。

「
通
所
係
」は
知
的
障
害
児
の
発
達

支
援
を
担
当
し
、
和
泉
町
に
あ
る

サ
ル
ビ
ア
学
園
を
移
設
し
そ
の
運

営
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
施
設
管
理
係
は
４
月
か

ら
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を
開
始
し
、

相
談
支
援
係
、
療
育
係
及
び
通
所

係
は
開
所
ま
で
は
現
行
施
設
で
業

務
を
行
い
ま
す
。

■
子
ど
も
課
の
課
名
の
見
直
し

「
子
ど
も
課
」の
課
名
を
、
所
管

業
務
が
よ
り
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い

「
保
育
課
」に
変
更
し
ま
す
。
同
時

に「
子
ど
も
係
」を「
入
園
係
」に
、

「
保
育
係
」を「
指
導
係
」に
変
更
し

ま
す
。■問

▼
経
営
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

平成３０年度（改正後）平成２９年度（改正前）

廃止
子育て支援課子ども発
達支援センター準備室
子ども発達支援係

子ども発達支援課施設
管理係、相談支援係、
療育係、通所係

－

保育課保育経営係、
入園係、指導係

子ども課保育経営係、
子ども係、保育係

平
成

年
度
市
組
織
改
正

３０

新
た
に
次
の
４
件
を
市
指
定
文

化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

市
指
定
文
化
財
は

件
と
な
り
、

２０８

国
指
定
７
件
、
県
指
定

件
と
あ

１２

わ
せ
て
指
定
文
化
財
は
全
部
で
２２７

件
と
な
り
ま
し
た
。

■
飛
天
像（
彫
刻
）

神
光
寺（
上
条
町
）所
蔵
の
飛
天

じ
ん
こ
う

像
は
、
平
成

年
の
愛
知
県
史
編

２７

さ
ん
に
伴
う
調
査
に
よ
り
発
見
さ

れ
ま
し
た
が
、
来
歴
に
つ
い
て
は

寺
伝
に
も
残
っ
て
お
ら
ず
不
明
で

す
。
し
か
し
、
上
瞼
を
わ
ず
か
に

ま
ぶ
た

弓
な
り
に
曲
げ
て
笑
う
咲
形
の
表

え
み
が
た

情
は
、
平
安
時
代
中
期
の
仏
師
定じ

ょ
う

朝
以
降
に
よ
く
み
ら
れ
る
特
徴
で

ち
ょ
うす

。
ま
た
、
背
後
に
残
る
雲
と
思

わ
れ
る
表
現
か
ら
、
本
来
は
光
背

こ
う
は
い

飛
天（
仏
像
の
背
後
に
配
置
さ
れ

ひ
て
ん

る
天
人
・
天
女
の
こ
と
）等
の
群

像
の
う
ち
の
一
つ
が
分
離
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

朽き
ゅ
う

損
・

そ
ん

虫ち
ゅ
う

損
が
多
く
部
分
的
に

そ
ん

補
修
の
跡
が
あ
る
も
の
の
、
神
光

寺
に
伝
わ
る
仏
像
の
中
で
も
格
段

に
古
く
、
安
城
市
域
の
文
化
史
を

考
え
る
上
で
重
要
な
仏
像
で
す
。

■
相
撲
土
俵
四
本
柱（
有
形
民
俗

文
化
財
）

今
回
新
た
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、

神
光
寺
所
蔵
の
１
本
と
若
一
王
子

わ
か
い
ち
お
う
じ

社（
安
城
町
）所
蔵
の
３
本
で
す
。

し
ゃ

江
戸
時
代
に
は
地
方
で
相
撲
の

興
行
を
行
う
に
も
江
戸
相
撲
の
年

寄
の
免
許
が
必
要
で
し
た
。
こ
の

柱
は
相
撲
の
土
俵
を
建
て
る
際
に

四
隅
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
柱

に
彫
ら
れ
た
御
免
彫
り
と
呼
ば
れ

ご
め
ん
ぼ

る
陰
刻
銘
か
ら
、
免
許
の
内
容
を

い
ん
こ
く
め
い

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
に
よ
る
と
神
光
寺
の
も
の
は
、

天
保
６（
１
８
３
５
）年
９
月

日
１０

に
上
条
白
山
媛
神
社
の
祭
礼
の
奉

ひ
め

納
相
撲
で
使
用
さ
れ
、
当
時
の
有

力
な
年
寄
だ
っ
た
清
見
潟
又
市
が

き
よ
み
が
た
ま
た
い
ち

免
許
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
、
若
一
王
子
社
所
蔵
の
柱

に
は
元
治
元（
１
８
６
４
）年
９
月

日
に
、
安
城
村
西
尾
で
の
奉
納

１０相
撲
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

相
撲
柱
は
本
市
以
外
の
西
三
河

地
域
で
は
残
っ
て
い
る
例
が
な
く
、

当
時
の
習
俗
が
わ
か
る
貴
重
な
も

の
で
す
。

■
幽ゆ

う

囚
日
誌（
古
文
書
）

し
ゅ
う

誓
願
寺（
姫
小
川
町
）所
蔵（
歴

史
博
物
館
寄
託
中
）の
幽
囚
日
誌

は
、
明
治
４（
１
８
７
１
）年
３
月

９
日
に
起
き
た
大
浜
騒
動
の
主
唱

者
で
あ
る
石
川
台
嶺
が
書
い
た
獄

た
い
れ
い

中
日
記
で
す
。

大
浜
騒
動
と
は
、
明
治
政
府
の

急
激
な
神
道
国
教
化
政
策
に
危
機

感
を
抱
い
た
僧
侶
た
ち
が
、
鷲
塚

（
現
碧
南
市
）で
領
主
の
上
総
国
菊

か
ず
さ
の
く
に

間
藩（
現
千
葉
県
市
原
市
）の
役
人

と
交
渉
し
た
際
に
役
人
一
人
を
殺

害
し
た
事
件
で
す
。

幽
囚
日
誌
は
当
時
の
社
会
情
勢

を
考
え
る
上
で
大
変
貴
重
な
資
料

で
す
。

飛
天
像
、
相
撲
土
俵
四
本
柱
２
件
、
幽
囚
日
誌
の
計

４
件
を
市
指
定
文
化
財
に
指
定

■問
▼
文
化
振
興
課

（
緯〈

〉４
４
７
７
）

７７

飛天像

幽囚日誌
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色
と
り
ど
り
の
稲
で
田
ん
ぼ
に

絵
を
描
く「
ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
ア

ー
ト
」。今
年
で

回
目
の
開
催
で

１２

す
。

●
日
時

５
月

日
掌
午
前
９
時

２０

分（
受
付
は
午
前
９
時
か
ら
）

４５※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
。
中
止

の
場
合
は

日
晶
午
後
３
時
頃

１８

に
市
H
P
に
情
報
を
掲
載
。

●
場
所

和
泉
町
七
ツ
田（
デ
ン

パ
ー
ク
正
面
ゲ
ー
ト
か
ら
西
へ
４００

ｍ
）

●
内
容

手
作
業
に
よ
る
田
植
え
、

関
連
イ
ベ
ン
ト
等

●
定
員

人（
定
員
を
超
え
た

５００

場
合
は
抽
選
）

※
抽
選
と
な
っ
た
場
合
は
、
落
選

者
の
み
通
知
し
ま
す
。

●
持
ち
物

田
ん
ぼ
で
作
業
の
で

き
る
服
装
、
長
靴
、
軍
手
、
タ
オ

ル
等

●
申
込
み

５
月

日
晶
ま
で
に
、

１１

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送（
必
着
）か
フ
ァ
ク
ス
で
陰
～

韻
の
い
ず
れ
か
へ

陰
市
農
務
課（
〒

－

８
５
０
１

４４６

住
所
不
要
／
胃〈

〉１
１
１
２
）

７６

隠
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
営
農
企
画
部

（
〒

－

０
０
４
６
赤
松
町
浄

４４６
善

／
胃〈

〉４
４
１
５
）

５０

７３

●
対
象
者

県
大
会
等
地
区
予
選

会
・
選
考
会
を
経
て
、
国
際
大
会・

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
者

※
自
由
参
加
あ
る
い
は
予
選
会
へ

の
複
数
参
加
が
可
能
な
大
会
等
、

交
付
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
ス
ポ
ー

ツ
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
対
象
と
な
る
大
会

非
営
利
の

体
育
団
体
が
主
催
す
る
、
国
際
大

会
・
全
国
大
会

●
激
励
金
額

国
際
大
会
止
1
人

1
万
５
０
０
０
円
～
５
万
円

全

国
大
会
止
１
人
３
０
０
０
円
～
５

０
０
０
円

い
ず
れ
も
団
体
の
場

合
は
上
限
あ
り

●
申
込
み

大
会
の

日
前
ま
で

１４

に
、
申
請
書
・
出
場
す
る
大
会
の

開
催
要
項
・
大
会
参
加
申
込
書
の

写
し
、
予
選
大
会
の
成
績
表
等
を

持
ち
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

※
申
請
書
は
同
課
・
市
H
P
で
配

布
。■問

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

平
成

年
度
安
城
市
市
民
活
動
補

３０

助
金
対
象
事
業
を
決
定■問

▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

ス
ポ
ー
ツ
選
手
・

団
体
へ
の
激
励
金

韻
水
土
里
ネ
ッ
ト
明
治
用
水
総
務

み

ど

り

課（
〒

－

０
０
６
５
大
東
町

４４６

－

／
胃〈

〉６
５
６
１
）

２２

１６

７６

※
申
込
用
紙
は
、
市
農
務
課
、
各

地
区
公
民
館
、
J
A
あ
い
ち
中

央
各
支
店
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
明

治
用
水
、
市
H
P
等
で
配
布
。

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
２
０
１
８

田
植
え
の
参
加
者
を
募
集■問

▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

市
民
活
動
補
助
金
は
、
地
域
が

抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
市
民
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

補
助
金
で
す
。

●
団
体
名
／
申
請
事
業
区
分
／
事

業
名
／
事
業
概
要

左
表
の
と
お

り

事業概要事業名申請事業
区分団体名

発達障害児とともに、自然豊かな「あ
いち海上の森」の散策及び現地での絵

かい しょ

画教室を開催

発達障害児とともに
森を歩く行政提示型イワカガミ

シニア世代を対象としたファッション
ショーを年２回開催

わくわくドキドキ
ファッションショー市民提案型

ハッピーハッ
ピーエンジェ
ル

市内児童クラブへの慰問及びアンフォ
ーレでの演奏会の開催

音楽による子供の健
全育成活動市民提案型みこと＆ダブ

ルカホンズ

全４回のキャリアアップ講座とその後
のフォローアップ講座の開催

女性のキャリアアッ
プ支援事業行政提示型ウィメンズネ

ット安城

男女共同参画に関する絵本の展示及び
絵本から見る男女共同参画に関する講
演会及びワークショップの開催

絵本の中の男女共同
さんかく（参画）行政提示型さんかく２１・

安城

主に発達障害児に対して、キッズ・エ
クササイズ講座とプログラミング講座
を開催

スポーツ・文化活動
事業 キッズ・エク
ササイズ講座及びプ
ログラミング講座

行政提示型
特定非営利活
動法人
５－ CHA

デンパーク開園２０周年を記念した昨年の絵デンパーク開園２０周年を記念した昨年の絵柄柄
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４
月
１
日
か
ら
、
下
表
の
と
お

り
市
の
組
織
を
改
正
し
ま
す
。
昨

年
度
よ
り
１
課
３
係
増
の

部
１５

４５

課

係
体
制
と
し
ま
す
。

１２８
■
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー（
あ

ん
ス
テ
ッ
プ
汐
）の
開
所
に
伴
う

組
織
の
見
直
し

７
月

日
に「
子
ど
も
発
達
支

１７

援
セ
ン
タ
ー
」が
開
所
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
準
備
室
」を
廃
止
し
、
新

た
に「
子
ど
も
発
達
支
援
課
」を
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
す
。「
施
設

管
理
係
」は
セ
ン
タ
ー
全
体
の
管

理
運
営
を
、「
相
談
支
援
係
」は
保

健
セ
ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー
及

び
社
会
福
祉
会
館
で
実
施
し
て
い

る
障
害
児
や
子
ど
も
の
発
達
に
関

す
る
相
談
支
援
業
務
を
一
元
化
し

て
担
当
し
ま
す
。「
療
育
係
」は
発

達
に
心
配
の
あ
る
子
の
親
子
療
育

を
行
い
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
っ
た
療
育
セ
ン
タ
ー
は
移
設

し
、
新
た
に
名
称
を「
や
ま
び
こ

ル
ー
ム
」と
し
て
運
営
し
ま
す
。

「
通
所
係
」は
知
的
障
害
児
の
発
達

支
援
を
担
当
し
、
和
泉
町
に
あ
る

サ
ル
ビ
ア
学
園
を
移
設
し
そ
の
運

営
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
施
設
管
理
係
は
４
月
か

ら
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を
開
始
し
、

相
談
支
援
係
、
療
育
係
及
び
通
所

係
は
開
所
ま
で
は
現
行
施
設
で
業

務
を
行
い
ま
す
。

■
子
ど
も
課
の
課
名
の
見
直
し

「
子
ど
も
課
」の
課
名
を
、
所
管

業
務
が
よ
り
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い

「
保
育
課
」に
変
更
し
ま
す
。
同
時

に「
子
ど
も
係
」を「
入
園
係
」に
、

「
保
育
係
」を「
指
導
係
」に
変
更
し

ま
す
。■問

▼
経
営
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

平成３０年度（改正後）平成２９年度（改正前）

廃止
子育て支援課子ども発
達支援センター準備室
子ども発達支援係

子ども発達支援課施設
管理係、相談支援係、
療育係、通所係

－

保育課保育経営係、
入園係、指導係

子ども課保育経営係、
子ども係、保育係

平
成

年
度
市
組
織
改
正

３０

新
た
に
次
の
４
件
を
市
指
定
文

化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

市
指
定
文
化
財
は

件
と
な
り
、

２０８

国
指
定
７
件
、
県
指
定

件
と
あ

１２

わ
せ
て
指
定
文
化
財
は
全
部
で
２２７

件
と
な
り
ま
し
た
。

■
飛
天
像（
彫
刻
）

神
光
寺（
上
条
町
）所
蔵
の
飛
天

じ
ん
こ
う

像
は
、
平
成

年
の
愛
知
県
史
編

２７

さ
ん
に
伴
う
調
査
に
よ
り
発
見
さ

れ
ま
し
た
が
、
来
歴
に
つ
い
て
は

寺
伝
に
も
残
っ
て
お
ら
ず
不
明
で

す
。
し
か
し
、
上
瞼
を
わ
ず
か
に

ま
ぶ
た

弓
な
り
に
曲
げ
て
笑
う
咲
形
の
表

え
み
が
た

情
は
、
平
安
時
代
中
期
の
仏
師
定じ

ょ
う

朝
以
降
に
よ
く
み
ら
れ
る
特
徴
で

ち
ょ
うす

。
ま
た
、
背
後
に
残
る
雲
と
思

わ
れ
る
表
現
か
ら
、
本
来
は
光
背

こ
う
は
い

飛
天（
仏
像
の
背
後
に
配
置
さ
れ

ひ
て
ん

る
天
人
・
天
女
の
こ
と
）等
の
群

像
の
う
ち
の
一
つ
が
分
離
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

朽き
ゅ
う

損
・

そ
ん

虫ち
ゅ
う

損
が
多
く
部
分
的
に

そ
ん

補
修
の
跡
が
あ
る
も
の
の
、
神
光

寺
に
伝
わ
る
仏
像
の
中
で
も
格
段

に
古
く
、
安
城
市
域
の
文
化
史
を

考
え
る
上
で
重
要
な
仏
像
で
す
。

■
相
撲
土
俵
四
本
柱（
有
形
民
俗

文
化
財
）

今
回
新
た
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、

神
光
寺
所
蔵
の
１
本
と
若
一
王
子

わ
か
い
ち
お
う
じ

社（
安
城
町
）所
蔵
の
３
本
で
す
。

し
ゃ

江
戸
時
代
に
は
地
方
で
相
撲
の

興
行
を
行
う
に
も
江
戸
相
撲
の
年

寄
の
免
許
が
必
要
で
し
た
。
こ
の

柱
は
相
撲
の
土
俵
を
建
て
る
際
に

四
隅
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
柱

に
彫
ら
れ
た
御
免
彫
り
と
呼
ば
れ

ご
め
ん
ぼ

る
陰
刻
銘
か
ら
、
免
許
の
内
容
を

い
ん
こ
く
め
い

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
に
よ
る
と
神
光
寺
の
も
の
は
、

天
保
６（
１
８
３
５
）年
９
月

日
１０

に
上
条
白
山
媛
神
社
の
祭
礼
の
奉

ひ
め

納
相
撲
で
使
用
さ
れ
、
当
時
の
有

力
な
年
寄
だ
っ
た
清
見
潟
又
市
が

き
よ
み
が
た
ま
た
い
ち

免
許
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
、
若
一
王
子
社
所
蔵
の
柱

に
は
元
治
元（
１
８
６
４
）年
９
月

日
に
、
安
城
村
西
尾
で
の
奉
納

１０相
撲
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

相
撲
柱
は
本
市
以
外
の
西
三
河

地
域
で
は
残
っ
て
い
る
例
が
な
く
、

当
時
の
習
俗
が
わ
か
る
貴
重
な
も

の
で
す
。

■
幽ゆ

う

囚
日
誌（
古
文
書
）

し
ゅ
う

誓
願
寺（
姫
小
川
町
）所
蔵（
歴

史
博
物
館
寄
託
中
）の
幽
囚
日
誌

は
、
明
治
４（
１
８
７
１
）年
３
月

９
日
に
起
き
た
大
浜
騒
動
の
主
唱

者
で
あ
る
石
川
台
嶺
が
書
い
た
獄

た
い
れ
い

中
日
記
で
す
。

大
浜
騒
動
と
は
、
明
治
政
府
の

急
激
な
神
道
国
教
化
政
策
に
危
機

感
を
抱
い
た
僧
侶
た
ち
が
、
鷲
塚

（
現
碧
南
市
）で
領
主
の
上
総
国
菊

か
ず
さ
の
く
に

間
藩（
現
千
葉
県
市
原
市
）の
役
人

と
交
渉
し
た
際
に
役
人
一
人
を
殺

害
し
た
事
件
で
す
。

幽
囚
日
誌
は
当
時
の
社
会
情
勢

を
考
え
る
上
で
大
変
貴
重
な
資
料

で
す
。

飛
天
像
、
相
撲
土
俵
四
本
柱
２
件
、
幽
囚
日
誌
の
計

４
件
を
市
指
定
文
化
財
に
指
定

■問
▼
文
化
振
興
課

（
緯〈

〉４
４
７
７
）

７７

飛天像

幽囚日誌

広報あんじょう 2018.4.1峨

色
と
り
ど
り
の
稲
で
田
ん
ぼ
に

絵
を
描
く「
ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
ア

ー
ト
」。今
年
で

回
目
の
開
催
で

１２

す
。

●
日
時

５
月

日
掌
午
前
９
時

２０

分（
受
付
は
午
前
９
時
か
ら
）

４５※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
。
中
止

の
場
合
は

日
晶
午
後
３
時
頃

１８

に
市
H
P
に
情
報
を
掲
載
。

●
場
所

和
泉
町
七
ツ
田（
デ
ン

パ
ー
ク
正
面
ゲ
ー
ト
か
ら
西
へ
４００

ｍ
）

●
内
容

手
作
業
に
よ
る
田
植
え
、

関
連
イ
ベ
ン
ト
等

●
定
員

人（
定
員
を
超
え
た

５００

場
合
は
抽
選
）

※
抽
選
と
な
っ
た
場
合
は
、
落
選

者
の
み
通
知
し
ま
す
。

●
持
ち
物

田
ん
ぼ
で
作
業
の
で

き
る
服
装
、
長
靴
、
軍
手
、
タ
オ

ル
等

●
申
込
み

５
月

日
晶
ま
で
に
、

１１

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送（
必
着
）か
フ
ァ
ク
ス
で
陰
～

韻
の
い
ず
れ
か
へ

陰
市
農
務
課（
〒

－

８
５
０
１

４４６

住
所
不
要
／
胃〈

〉１
１
１
２
）

７６

隠
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
営
農
企
画
部

（
〒

－

０
０
４
６
赤
松
町
浄

４４６
善

／
胃〈

〉４
４
１
５
）

５０

７３

●
対
象
者

県
大
会
等
地
区
予
選

会
・
選
考
会
を
経
て
、
国
際
大
会・

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
者

※
自
由
参
加
あ
る
い
は
予
選
会
へ

の
複
数
参
加
が
可
能
な
大
会
等
、

交
付
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
ス
ポ
ー

ツ
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
対
象
と
な
る
大
会

非
営
利
の

体
育
団
体
が
主
催
す
る
、
国
際
大

会
・
全
国
大
会

●
激
励
金
額

国
際
大
会
止
1
人

1
万
５
０
０
０
円
～
５
万
円

全

国
大
会
止
１
人
３
０
０
０
円
～
５

０
０
０
円

い
ず
れ
も
団
体
の
場

合
は
上
限
あ
り

●
申
込
み

大
会
の

日
前
ま
で

１４

に
、
申
請
書
・
出
場
す
る
大
会
の

開
催
要
項
・
大
会
参
加
申
込
書
の

写
し
、
予
選
大
会
の
成
績
表
等
を

持
ち
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

※
申
請
書
は
同
課
・
市
H
P
で
配

布
。■問

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

平
成

年
度
安
城
市
市
民
活
動
補

３０

助
金
対
象
事
業
を
決
定■問

▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

ス
ポ
ー
ツ
選
手
・

団
体
へ
の
激
励
金

韻
水
土
里
ネ
ッ
ト
明
治
用
水
総
務

み

ど

り

課（
〒

－

０
０
６
５
大
東
町

４４６

－

／
胃〈

〉６
５
６
１
）

２２

１６

７６

※
申
込
用
紙
は
、
市
農
務
課
、
各

地
区
公
民
館
、
J
A
あ
い
ち
中

央
各
支
店
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
明

治
用
水
、
市
H
P
等
で
配
布
。

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
２
０
１
８

田
植
え
の
参
加
者
を
募
集■問

▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

市
民
活
動
補
助
金
は
、
地
域
が

抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
市
民
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

補
助
金
で
す
。

●
団
体
名
／
申
請
事
業
区
分
／
事

業
名
／
事
業
概
要

左
表
の
と
お

り

事業概要事業名申請事業
区分団体名

発達障害児とともに、自然豊かな「あ
いち海上の森」の散策及び現地での絵

かい しょ

画教室を開催

発達障害児とともに
森を歩く行政提示型イワカガミ

シニア世代を対象としたファッション
ショーを年２回開催

わくわくドキドキ
ファッションショー市民提案型

ハッピーハッ
ピーエンジェ
ル

市内児童クラブへの慰問及びアンフォ
ーレでの演奏会の開催

音楽による子供の健
全育成活動市民提案型みこと＆ダブ

ルカホンズ

全４回のキャリアアップ講座とその後
のフォローアップ講座の開催

女性のキャリアアッ
プ支援事業行政提示型ウィメンズネ

ット安城

男女共同参画に関する絵本の展示及び
絵本から見る男女共同参画に関する講
演会及びワークショップの開催

絵本の中の男女共同
さんかく（参画）行政提示型さんかく２１・

安城

主に発達障害児に対して、キッズ・エ
クササイズ講座とプログラミング講座
を開催

スポーツ・文化活動
事業 キッズ・エク
ササイズ講座及びプ
ログラミング講座

行政提示型
特定非営利活
動法人
５－ CHA

デンパーク開園２０周年を記念した昨年の絵デンパーク開園２０周年を記念した昨年の絵柄柄
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エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
の
た
め
、

補
助
金
を
交
付
し
、
低
炭
素
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
申
込
み

４
月
２
日
捷
午
前
９

時
か
ら
各
申
請
期
限
ま
で
に
、
申

請
書
類
を
持
ち
環
境
都
市
推
進
課

へ●
補
助
事
業
／
補
助
内
容
／
補
助

対
象
／
補
助
金
額
／
申
請
期
限

下
表
の
と
お
り

●
注
意
事
項

補
助
金
交
付
決
定

前
に
工
事
着
手
し
て
い
る
場
合
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん（
次
世
代
自
動

車
購
入
補
助
は
除
く
）

※
申
請
書
類
は
同
課
・
市
H
P
で

配
布
。

※
記
載
以
外
に
も
要
件
あ
り
。
詳

細
は
市
H
P
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
額
が
予
算
額
を
超
え
た
時

点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
に
よ
る

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
の
防
止

を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
環
境
配

慮
型
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象

公
共
下
水
道
事
業
認
可

区
域
外
等
で
、
専
用
住
宅
等
に
環

境
配
慮
型
浄
化
槽
を
新
た
に
設
置

す
る
人

●
補
助
金
額

左
表
の
と
お
り

●
そ
の
他

補
助
金
を
受
け
る
に

は
条
件
や
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
浄
化
槽
の
設
置
前
に

補
助
金
の
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
市
H
P
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

浄化槽の設置補助金額

転換（※２）

新設
（※１）人槽 撤去費の

加算
（※３）

その他の
地域

稗田川及び
油ヶ淵流域
の地域

１００，０００円

３３２，０００円４１５，０００円１７０，０００円５

４１４，０００円５１７，０００円１９０，０００円７

５４８，０００円６８５，０００円２３０，０００円１０

※１：新たに環境配慮型浄化槽を設置する場合。
※２：既存建物において、建築確認を伴わず単独浄化槽を新しい環

境配慮型浄化槽に切り替える場合。
※３：転換のうち、単独浄化槽を適法に全部撤去処分する場合加算。

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
機
器
・
次
世
代
自
動
車
等
の

購
入
補
助

浄
化
槽
の
設
置
補
助

申請期限補助金額補助対象補助内容補助事業

平成３１年
２月２８日

２０，０００円×太陽電池モジュ
ールの最大出力値（ｋW）
上限施８０，０００円

申請日の１５日後～平成
３１年３月２９日に、各シ
ステムを自ら居住する
市内の住宅（新築含む）
に設置又は、システム
付きの住宅を購入する
人

住宅用太陽光発電システム
※

スマートハウ
ス普及促進補
助金

機器費・設置費の５％
上限施１００，０００円

家庭用燃料電池システム
家庭用リチウムイオン蓄電
池システム

機器費・設置費の５％
上限施１０，０００円

HEMS（家庭用エネルギー
管理システム）

機器費・設置費の５％
上限施５０，０００円

住宅用次世代自動車充給電
システム

１０，０００円×集熱部の総面積
（㎡） 上限施８０，０００円住宅用太陽熱温水器太陽熱機器設

置補助金 １３，０００円×集熱部の総面積
（㎡） 上限施１０４，０００円

住宅用太陽高熱高度利用シ
ステム

平成３１年
３月２９日

一律３００，０００円市内在住者又は市内に
事業所等を有する事業
者

燃料電池自動車
次世代自動車
購入補助金 一律５０，０００円

超小型電気自動車・プラグ
インハイブリッド自動車・
電気自動車

※HEMS（家庭用エネルギー管理システム）及び蓄電池、又はHEMS及び充給電システムと同時の申請（設置
済みでも可）が必要です。
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◎
４
月
か
ら
の
変
更
点

■
利
用
者
負
担
額
の
変
更

介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
い
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
支
払

額
が
変
わ
り
ま
す
。
各
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
負
担
額
の
目
安
は
、
市

H
P
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
料
の
変
更

歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
、

６５
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費

用
等
か
ら
算
出
さ
れ
た「
基
準
額
」

を
も
と
に
、
所
得
に
応
じ
て
決
ま

り
ま
す
。
介

護
保
険
の
サ

ー
ビ
ス
を
受

け
る
人
や
高

齢
者
の
増
減

に
よ
り
変
化

す
る
た
め
、

介
護
保
険
料

は
３
年
ご
と

に
見
直
さ
れ

ま
す
。

※「
基
準
額
」

と
は
、
各

所
得
段
階

に
お
い
て

保
険
料
を

決
め
る
基
準
と
な
る
額
の
こ
と

で
す
。
所
得
段
階
は
本
人
と
世

帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
て
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
８
月
か
ら
の
変
更
点

■
利
用
者
負
担
割
合
の
変
更

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

者
負
担
割
合
が
２
割
負
担
の
人

（
一
定
以
上
所
得
者
）の
う
ち
、
特

に
所
得
の
高
い
人
に
つ
い
て
、
３

割
負
担
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

※
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
利
用
者
負
担
割
合
に

つ
い
て
も
同
様
。

●
対
象

本
人（

歳
以
上
）の
合

６５

計
所
得
金
額
が

万
円
以
上
で
、

２２０

世
帯
内
の

歳
以
上
の
人
の「
年

６５

金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金

額
」が
、
単
身
で

万
円
以
上
、

３４０

２
人
以
上
で

万
円
以
上
の
人

４６３

●
そ
の
他

要
支
援
・
要
介
護
認

定
等
を
受
け
た
人
に
は
、
負
担
割

合
が
わ
か
る
よ
う
に「
介
護
保
険

負
担
割
合
証
」を
７
月
に
送
付
し

ま
す

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

２０１８年度から２０２０年度の介護保険料（所得段階別）
介護保険料
（年額）対象者所得

段階

２２，８１８円
基準額×０．３５

生活保護受給者
１ 老齢福祉年金受給者又は本人の前年の課税年金収入額と合

計所得金額（年金雑所得分を除く）の合計が８０万円以下の人
世帯全員が
市民税非課
税

本人が市民
税非課税

３８，０８８円
基準額×０．６０

本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額（年金雑所得
分を除く）の合計が８０万円を超え１２０万円以下の人２

４１，２６２円
基準額×０．６５

本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額（年金雑所得
分を除く）の合計が１２０万円を超える人３

５０，７８４円
基準額×０．８０

本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額（年金雑所得
分を除く）の合計が８０万円以下の人世帯内に市

民税課税者
がいる

４

６３，４８０円
基準額

本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額（年金雑所得
分を除く）の合計が８０万円を超える人５

７３，００２円
基準額×１．１５１２０万円未満の人

本
人
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額

本人が市民税課税

６

８２，５２４円
基準額×１．３０１２０万円以上２００万円未満の人７

９５，２２０円
基準額×１．５０２００万円以上３００万円未満の人８

１０７，９１６円
基準額×１．７０３００万円以上４００万円未満の人９

１２０，６１２円
基準額×１．９０４００万円以上５００万円未満の人１０

１３３，３０８円
基準額×２．１０５００万円以上７００万円未満の人１１

１４６，００４円
基準額×２．３０７００万円以上９００万円未満の人１２

１５２，３５２円
基準額×２．４０９００万円以上１０００万円未満の人１３

１５８，７００円
基準額×２．５０１，０００万円以上の人１４

■問
▼
高
齢
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１

基準額の決まり方

×
＝

基準額
６３，４８０円
（年額）

介護保険の給付
にかかる費用

６５歳以上の人の
負担割合分（２３％）

６５歳以上の人数
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エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
の
た
め
、

補
助
金
を
交
付
し
、
低
炭
素
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
申
込
み

４
月
２
日
捷
午
前
９

時
か
ら
各
申
請
期
限
ま
で
に
、
申

請
書
類
を
持
ち
環
境
都
市
推
進
課

へ●
補
助
事
業
／
補
助
内
容
／
補
助

対
象
／
補
助
金
額
／
申
請
期
限

下
表
の
と
お
り

●
注
意
事
項

補
助
金
交
付
決
定

前
に
工
事
着
手
し
て
い
る
場
合
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん（
次
世
代
自
動

車
購
入
補
助
は
除
く
）

※
申
請
書
類
は
同
課
・
市
H
P
で

配
布
。

※
記
載
以
外
に
も
要
件
あ
り
。
詳

細
は
市
H
P
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
額
が
予
算
額
を
超
え
た
時

点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
に
よ
る

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
の
防
止

を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
環
境
配

慮
型
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象

公
共
下
水
道
事
業
認
可

区
域
外
等
で
、
専
用
住
宅
等
に
環

境
配
慮
型
浄
化
槽
を
新
た
に
設
置

す
る
人

●
補
助
金
額

左
表
の
と
お
り

●
そ
の
他

補
助
金
を
受
け
る
に

は
条
件
や
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
浄
化
槽
の
設
置
前
に

補
助
金
の
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
市
H
P
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

浄化槽の設置補助金額

転換（※２）

新設
（※１）人槽 撤去費の

加算
（※３）

その他の
地域

稗田川及び
油ヶ淵流域
の地域

１００，０００円

３３２，０００円４１５，０００円１７０，０００円５

４１４，０００円５１７，０００円１９０，０００円７

５４８，０００円６８５，０００円２３０，０００円１０

※１：新たに環境配慮型浄化槽を設置する場合。
※２：既存建物において、建築確認を伴わず単独浄化槽を新しい環

境配慮型浄化槽に切り替える場合。
※３：転換のうち、単独浄化槽を適法に全部撤去処分する場合加算。

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
機
器
・
次
世
代
自
動
車
等
の

購
入
補
助

浄
化
槽
の
設
置
補
助

申請期限補助金額補助対象補助内容補助事業

平成３１年
２月２８日

２０，０００円×太陽電池モジュ
ールの最大出力値（ｋW）
上限施８０，０００円

申請日の１５日後～平成
３１年３月２９日に、各シ
ステムを自ら居住する
市内の住宅（新築含む）
に設置又は、システム
付きの住宅を購入する
人

住宅用太陽光発電システム
※

スマートハウ
ス普及促進補
助金

機器費・設置費の５％
上限施１００，０００円

家庭用燃料電池システム
家庭用リチウムイオン蓄電
池システム

機器費・設置費の５％
上限施１０，０００円

HEMS（家庭用エネルギー
管理システム）

機器費・設置費の５％
上限施５０，０００円

住宅用次世代自動車充給電
システム

１０，０００円×集熱部の総面積
（㎡） 上限施８０，０００円住宅用太陽熱温水器太陽熱機器設

置補助金 １３，０００円×集熱部の総面積
（㎡） 上限施１０４，０００円

住宅用太陽高熱高度利用シ
ステム

平成３１年
３月２９日

一律３００，０００円市内在住者又は市内に
事業所等を有する事業
者

燃料電池自動車
次世代自動車
購入補助金 一律５０，０００円

超小型電気自動車・プラグ
インハイブリッド自動車・
電気自動車

※HEMS（家庭用エネルギー管理システム）及び蓄電池、又はHEMS及び充給電システムと同時の申請（設置
済みでも可）が必要です。
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◎
４
月
か
ら
の
変
更
点

■
利
用
者
負
担
額
の
変
更

介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
い
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
支
払

額
が
変
わ
り
ま
す
。
各
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
負
担
額
の
目
安
は
、
市

H
P
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
料
の
変
更

歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
、

６５
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費

用
等
か
ら
算
出
さ
れ
た「
基
準
額
」

を
も
と
に
、
所
得
に
応
じ
て
決
ま

り
ま
す
。
介

護
保
険
の
サ

ー
ビ
ス
を
受

け
る
人
や
高

齢
者
の
増
減

に
よ
り
変
化

す
る
た
め
、

介
護
保
険
料

は
３
年
ご
と

に
見
直
さ
れ

ま
す
。

※「
基
準
額
」

と
は
、
各

所
得
段
階

に
お
い
て

保
険
料
を

決
め
る
基
準
と
な
る
額
の
こ
と

で
す
。
所
得
段
階
は
本
人
と
世

帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
て
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
８
月
か
ら
の
変
更
点

■
利
用
者
負
担
割
合
の
変
更

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

者
負
担
割
合
が
２
割
負
担
の
人

（
一
定
以
上
所
得
者
）の
う
ち
、
特

に
所
得
の
高
い
人
に
つ
い
て
、
３

割
負
担
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

※
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
利
用
者
負
担
割
合
に

つ
い
て
も
同
様
。

●
対
象

本
人（

歳
以
上
）の
合

６５

計
所
得
金
額
が

万
円
以
上
で
、

２２０

世
帯
内
の

歳
以
上
の
人
の「
年

６５

金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金

額
」が
、
単
身
で

万
円
以
上
、

３４０

２
人
以
上
で

万
円
以
上
の
人

４６３

●
そ
の
他

要
支
援
・
要
介
護
認

定
等
を
受
け
た
人
に
は
、
負
担
割

合
が
わ
か
る
よ
う
に「
介
護
保
険

負
担
割
合
証
」を
７
月
に
送
付
し

ま
す

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

２０１８年度から２０２０年度の介護保険料（所得段階別）
介護保険料
（年額）対象者所得

段階

２２，８１８円
基準額×０．３５

生活保護受給者
１ 老齢福祉年金受給者又は本人の前年の課税年金収入額と合

計所得金額（年金雑所得分を除く）の合計が８０万円以下の人
世帯全員が
市民税非課
税

本人が市民
税非課税

３８，０８８円
基準額×０．６０

本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額（年金雑所得
分を除く）の合計が８０万円を超え１２０万円以下の人２

４１，２６２円
基準額×０．６５

本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額（年金雑所得
分を除く）の合計が１２０万円を超える人３

５０，７８４円
基準額×０．８０

本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額（年金雑所得
分を除く）の合計が８０万円以下の人世帯内に市

民税課税者
がいる

４

６３，４８０円
基準額

本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額（年金雑所得
分を除く）の合計が８０万円を超える人５

７３，００２円
基準額×１．１５１２０万円未満の人

本
人
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額

本人が市民税課税

６

８２，５２４円
基準額×１．３０１２０万円以上２００万円未満の人７

９５，２２０円
基準額×１．５０２００万円以上３００万円未満の人８

１０７，９１６円
基準額×１．７０３００万円以上４００万円未満の人９

１２０，６１２円
基準額×１．９０４００万円以上５００万円未満の人１０

１３３，３０８円
基準額×２．１０５００万円以上７００万円未満の人１１

１４６，００４円
基準額×２．３０７００万円以上９００万円未満の人１２

１５２，３５２円
基準額×２．４０９００万円以上１０００万円未満の人１３

１５８，７００円
基準額×２．５０１，０００万円以上の人１４

■問
▼
高
齢
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１

基準額の決まり方

×
＝

基準額
６３，４８０円
（年額）

介護保険の給付
にかかる費用

６５歳以上の人の
負担割合分（２３％）

６５歳以上の人数
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い
る

暫
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
入
っ
て

い
る

暫
閉
所
恐
怖
症

●
申
込
み

４
月
１
日
掌
～

日
１５

掌
に
、
往
復
は
が
き（
左
図
参
照
。

消
印
有
効
）を
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
込
受
付
後
、
４
月

日
昭
付

１９

け
で
申
込
確
認
は
が
き
を
送
付
。

抽
選
結
果
は
、
４
月

日
昭
付

２６

け
で
送
付
予
定
。

※
１
人
１
通
。
２
通
目
以
降
及
び

内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
無

効
。
申
込
期
限
後
の
変
更
不
可
。

※
平
成

年
度
は
過
去
に
一
度
も

２９

当
選
し
た
こ
と
が
な
い
人
の
み

で
の
抽
選
と
な
り
ま
し
た（
左

表
参
照
）。

■
市
民
ド
ッ
ク

●
受
診
期
間

５
月
１
日
～
平
成

年
２
月

日

３１

２８

●
実
施
機
関
／
予
約
受
付
日
時
／

個
人
負
担
額

下
表
の
と
お
り

●
対
象
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

暫
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る

歳
４０

以
上（
昭
和

年
３
月

日
以

５４

３１

前
生
ま
れ
）

暫
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
、
社
会
保
険

被
扶
養
者
の
い
ず
れ
か
で
、
職

場
等
で
が
ん
検
診
の
機
会
が
な

い
●
検
査
項
目

血
液
、
心
電
図
、

■
脳
ド
ッ
ク（
前
期
）

●
受
診
期
間

５
月
～

月（
検

１０

診
日
と
結
果
説
明
日
で
２
日
間
必

要
な
場
合
有
）

●
実
施
機
関

陰
八
千
代
病
院

隠
三
河
安
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

韻
安

城
更
生
病
院

●
検
査
項
目

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
問
診
等

●
対
象

職
場
等
で
受
診
機
会
の

な
い
、
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る

歳
以
上（
昭
和

年
４
月
１
日

４０

５４

以
前
生
ま
れ
）の
人

※
脳
血
管
疾
患
治
療
中
の
人
を
除

く
。

●
定
員

①
③
糸
各

人

②
糸

１２５

人

い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
た

５０場
合
は
過
去
に
一
度
も
当
選
し
た

こ
と
の
な
い
人
を
優
先
し
、
抽
選

●
個
人
負
担
額

１
万
円

●
注
意
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
、
受
診
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

暫
体
内
に
金
属
器
具
・
ペ
ー
ス
メ

ー
カ
ー
・
人
工
内
耳
等
が
入
っ

て
い
る

暫
入
れ
墨（
眉
毛
や
ま
ぶ
た
の
ア

ー
ト
メ
イ
ク
を
含
む
）を
し
て

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

肺
機
能
、
胃
・
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
、

便
潜
血
、
腹
部
超
音
波
等

※
胃
内
視
鏡
検
査
は
選
択
不
可
。

※
喀
痰
検
査
は
含
み
ま
せ
ん
。

か
く
た
ん

※
八
千
代
病
院
・
安
城
更
生
病
院

は
、

歳
以
上
の
受
診
者
へ
の

７５

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
実
施

し
ま
せ
ん
。

●
追
加
検
査

前
立
腺

が
ん（

円
）・
子
宮
頸け

い

５００

が
ん（
１
０
０
０
円
）・

乳
が
ん（
１
０
０
０
円
）

検
診
を
追
加
可
。
骨
粗

し
ょ
う
症
検
査（

円
）

５００

は
、
年
度
内
に

・
・

４０

４５

・

・

・

・

５０

５５

６０

６５

７０

歳
に
な
る
女
性
の
み
追

加
可
。歳

以
上
、
生
活
保

７０
護
受
給
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
は
、
追
加

検
査
の
み
個
人
負
担
金

免
除
。
該
当
者
は
事
前

に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
持
ち
物

健
康
保
険

証
、
個
人
負
担
金

※
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
は
市
保
健
セ

ン
タ
ー
発
行
の
特
定

健
康
診
査
受
診
票

（
４
月
下
旬
発
送
予

定
）が
必
要
。

●
申
込
み

４
月
５
日
昭
～
平
成

年
２
月

日（
各
実
施
機
関
の

３１

２８

予
約
受
付
可
能
日
ま
で
）に
、
電

話
で
受
診
希
望
の
実
施
機
関
へ

安城更生病院
健康管理センター

三河安城クリニック
人間ドック
健診センター

アイエムクリニック・
安城

八千代病院
八千代総合健診
センター

実施機関

安城町東広畔２８相生町１４－１４篠目町１－１１－１６住吉町２－２－７所在

〈７５〉３０２０〈７５〉７５１５０１２０〈１７〉２０６５
〈９１〉２０６５〈９８〉３３６７電話番号

〈７５〉７５１６〈９１〉２４６１〈９８〉２８３４ファクス

捷～晶午後１時～
４時

昇～晶獅午前９時～
午後６時
松獅午前９時～午後
４時

捷昇昭晶獅午前８時
３０分～午後７時
昌松獅午前８時３０分
～正午

捷～晶獅午前８時
３０分～午後４時３０
分 第２・４・５松

獅午前８時３０分～
正午

予約受付日時
※抄を除く。

国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者獅８，０００円
社会保険被扶養者獅１５，０００円個人負担額

往復はがきの書き方

脳
ド
ッ
ク（
前
期
）・市
民
ド
ッ
ク

暫
郵
便
番
号
・
住
所

暫
氏
名（
ふ
り
が
な
）

暫
生
年
月
日

暫
電
話
番
号

暫
希
望
医
療
機
関
名
１
カ
所

申
込
者
の
住
所

氏
名

郵便番号 往信の裏往信の裏面面

返信
６２ （

こ
の
面
に
は
、
何
も
記
載

し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

横
山
町
下
毛
賀
知
－

１

１０６

安
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

４４６－００４５ 返信の裏返信の裏面面

往信
６２

倍率
（申込数／定員）実施機関

２．２倍
（２７３人／１２５人）八千代病院

２．０倍
（１０２人／５０人）

三河安城
クリニック

３．９倍
（４８９人／１２５人）安城更生病院

平成２９年度後期の抽選状況（参考）

狂
犬
病
は
、
人
と
動
物
に
共
通

す
る
恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。
発

症
し
た
場
合
の
致
死
率
は
ほ
ぼ
１００

％
で
す
。
世
界
で
は
未
だ
に
蔓
延

し
て
お
り
、
年
間
数
万
人
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
予
防
注
射

犬
の
飼
い
主
に
は
、
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射

会
場（
下
表
）か
動
物
病
院（
市
H

P
参
照
）で
注
射
を
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
費
用

集
合
注
射
会
場
▼
新
し

く
登
録
す
る
犬
止
６
４
０
０
円

（
登
録
料
含
）
登
録
済
み
の
犬
止

３
４
０
０
円

動
物
病
院
▼
各
病

院
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

登
録
済
の
犬
に
つ
い

て
は
、
４
月
上
旬
に
案
内
を
送
付

し
ま
す
。
は
が
き
裏
面
の
問
診
票

に
記
入
し
て
集
合
注
射
会
場
又
は

動
物
病
院
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
犬
の
登
録

生
後

日
以
上
の
犬
は
生
涯
１

９１

回
の
登
録
が
必
要
で
す
。

●
登
録
場
所

集
合
注
射
会
場
、

動
物
病
院
、
環
境
都
市
推
進
課

集合注射会場
ところときところとき

高棚公民館午後１時１０分～１時３０分２３日捷
昭林公民館午後１時１０分～１時３０分４月

９日捷 西部福祉センター午後１時５０分～２時２０分桜井公民館午後１時５０分～２時３０分
榎前公民館午後１時１０分～１時４０分２４日昇

東尾公民館午後１時１０分～１時３０分

１０日昇
城ヶ入公民館午後２時～２時３０分秋葉いこいの広場

前（秋葉公園内）午後１時５０分～２時５分 別所団地公民館午後１時１０分～１時２０分
２５日昌 新田町会館午後１時４０分～２時北明治公民館午後２時２５分～２時４０分

西尾公民館午後２時２０分～２時４０分二本木地区コミュ
ニティセンター午後１時１０分～１時３０分１１日昌 橋目霊園午後１時１０分～１時２０分５月

７日捷
浜屋公民館午後１時４０分～１時５０分篠目町公民館午後１時５０分～２時２０分
北部公民館午後２時１０分～２時４０分池浦公民館午後１時１０分～１時３０分１２日昭 東栄今本町公民館午後１時１０分～１時２５分

８日昇

今池町内会公民館午後１時５０分～２時１０分
里地区コミュニテ
ィセンター午後１時４５分～２時東部公民館午後１時１０分～１時３０分１６日捷 作野公民館午後１時５０分～２時２０分
東山公民館午後２時２０分～２時３０分アグリライフ支援センター午後１時１０分～１時２０分１７日昇 三ツ川集会場午後１時１０分～１時２０分

９日昌

根崎公民館午後１時４０分～２時１０分
藤野公民館午後１時４０分～１時５０分和親館（高棚町）午後１時１０分～１時２０分

１８日昌 古井町公民館午後２時１０分～２時４０分箕輪町内会事務所午後１時４０分～２時
市保健センター午後１時～２時１２日松美園公園午後２時２０分～２時４０分

東端公民館午後１時１０分～１時４０分１９日昭 和泉公民館午後２時～２時２０分

広報あんじょう 2018.4.1臥

●
登
録
料

３
０
０
０
円

■
犬
の
届
出

犬
の
死
亡
、
飼
い
主
や
犬
の
所

在
地
変
更
等
は
、
環
境
都
市
推
進

課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き

や
迷
い
犬
を
保
護
し
た
と
き
は
、

県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー（
緯

０
５
６
５〈

〉２
３
２
３
）と
安

５８

城
警
察
署（
緯〈

〉０
１
１
０
）へ

７６

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
飼
い
犬
・
猫
の
ふ
ん
の
放
置

は
条
例
違
反
で
す

飼
い
犬
等
ペ
ッ
ト
の
散
歩
の

際
は
、
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
等
を
持
ち
歩
き
、
ふ
ん
は
必

ず
持
ち
帰
り

可
燃
ご
み
と

し
て
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

安城市ポイ捨て及びふん害の防止
に関する条例（抜粋）

（飼い主の責務）
第６条 飼い主は、飼い犬等が公
共の場所等においてふんをしたと
きは、これを直ちに回収し、適正
に処理（中略）しなければならない。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に
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い
る

暫
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
入
っ
て

い
る

暫
閉
所
恐
怖
症

●
申
込
み

４
月
１
日
掌
～

日
１５

掌
に
、
往
復
は
が
き（
左
図
参
照
。

消
印
有
効
）を
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
込
受
付
後
、
４
月

日
昭
付

１９

け
で
申
込
確
認
は
が
き
を
送
付
。

抽
選
結
果
は
、
４
月

日
昭
付

２６

け
で
送
付
予
定
。

※
１
人
１
通
。
２
通
目
以
降
及
び

内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
無

効
。
申
込
期
限
後
の
変
更
不
可
。

※
平
成

年
度
は
過
去
に
一
度
も

２９

当
選
し
た
こ
と
が
な
い
人
の
み

で
の
抽
選
と
な
り
ま
し
た（
左

表
参
照
）。

■
市
民
ド
ッ
ク

●
受
診
期
間

５
月
１
日
～
平
成

年
２
月

日

３１

２８

●
実
施
機
関
／
予
約
受
付
日
時
／

個
人
負
担
額

下
表
の
と
お
り

●
対
象
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

暫
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る

歳
４０

以
上（
昭
和

年
３
月

日
以

５４

３１

前
生
ま
れ
）

暫
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
、
社
会
保
険

被
扶
養
者
の
い
ず
れ
か
で
、
職

場
等
で
が
ん
検
診
の
機
会
が
な

い
●
検
査
項
目

血
液
、
心
電
図
、

■
脳
ド
ッ
ク（
前
期
）

●
受
診
期
間

５
月
～

月（
検

１０

診
日
と
結
果
説
明
日
で
２
日
間
必

要
な
場
合
有
）

●
実
施
機
関

陰
八
千
代
病
院

隠
三
河
安
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

韻
安

城
更
生
病
院

●
検
査
項
目

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
問
診
等

●
対
象

職
場
等
で
受
診
機
会
の

な
い
、
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る

歳
以
上（
昭
和

年
４
月
１
日

４０

５４

以
前
生
ま
れ
）の
人

※
脳
血
管
疾
患
治
療
中
の
人
を
除

く
。

●
定
員

①
③
糸
各

人

②
糸

１２５

人

い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
た

５０場
合
は
過
去
に
一
度
も
当
選
し
た

こ
と
の
な
い
人
を
優
先
し
、
抽
選

●
個
人
負
担
額

１
万
円

●
注
意
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
、
受
診
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

暫
体
内
に
金
属
器
具
・
ペ
ー
ス
メ

ー
カ
ー
・
人
工
内
耳
等
が
入
っ

て
い
る

暫
入
れ
墨（
眉
毛
や
ま
ぶ
た
の
ア

ー
ト
メ
イ
ク
を
含
む
）を
し
て

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

肺
機
能
、
胃
・
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
、

便
潜
血
、
腹
部
超
音
波
等

※
胃
内
視
鏡
検
査
は
選
択
不
可
。

※
喀
痰
検
査
は
含
み
ま
せ
ん
。

か
く
た
ん

※
八
千
代
病
院
・
安
城
更
生
病
院

は
、

歳
以
上
の
受
診
者
へ
の

７５

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
実
施

し
ま
せ
ん
。

●
追
加
検
査

前
立
腺

が
ん（

円
）・
子
宮
頸け

い

５００

が
ん（
１
０
０
０
円
）・

乳
が
ん（
１
０
０
０
円
）

検
診
を
追
加
可
。
骨
粗

し
ょ
う
症
検
査（

円
）

５００

は
、
年
度
内
に

・
・

４０

４５

・

・

・

・

５０

５５

６０

６５

７０

歳
に
な
る
女
性
の
み
追

加
可
。歳

以
上
、
生
活
保

７０
護
受
給
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
は
、
追
加

検
査
の
み
個
人
負
担
金

免
除
。
該
当
者
は
事
前

に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
持
ち
物

健
康
保
険

証
、
個
人
負
担
金

※
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
は
市
保
健
セ

ン
タ
ー
発
行
の
特
定

健
康
診
査
受
診
票

（
４
月
下
旬
発
送
予

定
）が
必
要
。

●
申
込
み

４
月
５
日
昭
～
平
成

年
２
月

日（
各
実
施
機
関
の

３１

２８

予
約
受
付
可
能
日
ま
で
）に
、
電

話
で
受
診
希
望
の
実
施
機
関
へ

安城更生病院
健康管理センター

三河安城クリニック
人間ドック
健診センター

アイエムクリニック・
安城

八千代病院
八千代総合健診
センター

実施機関

安城町東広畔２８相生町１４－１４篠目町１－１１－１６住吉町２－２－７所在

〈７５〉３０２０〈７５〉７５１５０１２０〈１７〉２０６５
〈９１〉２０６５〈９８〉３３６７電話番号

〈７５〉７５１６〈９１〉２４６１〈９８〉２８３４ファクス

捷～晶午後１時～
４時

昇～晶獅午前９時～
午後６時
松獅午前９時～午後
４時

捷昇昭晶獅午前８時
３０分～午後７時
昌松獅午前８時３０分
～正午

捷～晶獅午前８時
３０分～午後４時３０
分 第２・４・５松

獅午前８時３０分～
正午

予約受付日時
※抄を除く。

国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者獅８，０００円
社会保険被扶養者獅１５，０００円個人負担額

往復はがきの書き方

脳
ド
ッ
ク（
前
期
）・市
民
ド
ッ
ク

暫
郵
便
番
号
・
住
所

暫
氏
名（
ふ
り
が
な
）

暫
生
年
月
日

暫
電
話
番
号

暫
希
望
医
療
機
関
名
１
カ
所

申
込
者
の
住
所

氏
名

郵便番号 往信の裏往信の裏面面

返信
６２ （

こ
の
面
に
は
、
何
も
記
載

し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

横
山
町
下
毛
賀
知

－

１

１０６

安
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

４４６－００４５ 返信の裏返信の裏面面

往信
６２

倍率
（申込数／定員）実施機関

２．２倍
（２７３人／１２５人）八千代病院

２．０倍
（１０２人／５０人）

三河安城
クリニック

３．９倍
（４８９人／１２５人）安城更生病院

平成２９年度後期の抽選状況（参考）

狂
犬
病
は
、
人
と
動
物
に
共
通

す
る
恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。
発

症
し
た
場
合
の
致
死
率
は
ほ
ぼ
１００

％
で
す
。
世
界
で
は
未
だ
に
蔓
延

し
て
お
り
、
年
間
数
万
人
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
予
防
注
射

犬
の
飼
い
主
に
は
、
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射

会
場（
下
表
）か
動
物
病
院（
市
H

P
参
照
）で
注
射
を
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
費
用

集
合
注
射
会
場
▼
新
し

く
登
録
す
る
犬
止
６
４
０
０
円

（
登
録
料
含
）
登
録
済
み
の
犬
止

３
４
０
０
円

動
物
病
院
▼
各
病

院
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

登
録
済
の
犬
に
つ
い

て
は
、
４
月
上
旬
に
案
内
を
送
付

し
ま
す
。
は
が
き
裏
面
の
問
診
票

に
記
入
し
て
集
合
注
射
会
場
又
は

動
物
病
院
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
犬
の
登
録

生
後

日
以
上
の
犬
は
生
涯
１

９１

回
の
登
録
が
必
要
で
す
。

●
登
録
場
所

集
合
注
射
会
場
、

動
物
病
院
、
環
境
都
市
推
進
課

集合注射会場
ところときところとき

高棚公民館午後１時１０分～１時３０分２３日捷
昭林公民館午後１時１０分～１時３０分４月

９日捷 西部福祉センター午後１時５０分～２時２０分桜井公民館午後１時５０分～２時３０分
榎前公民館午後１時１０分～１時４０分２４日昇

東尾公民館午後１時１０分～１時３０分

１０日昇
城ヶ入公民館午後２時～２時３０分秋葉いこいの広場

前（秋葉公園内）午後１時５０分～２時５分 別所団地公民館午後１時１０分～１時２０分
２５日昌 新田町会館午後１時４０分～２時北明治公民館午後２時２５分～２時４０分

西尾公民館午後２時２０分～２時４０分二本木地区コミュ
ニティセンター午後１時１０分～１時３０分１１日昌 橋目霊園午後１時１０分～１時２０分５月

７日捷
浜屋公民館午後１時４０分～１時５０分篠目町公民館午後１時５０分～２時２０分
北部公民館午後２時１０分～２時４０分池浦公民館午後１時１０分～１時３０分１２日昭 東栄今本町公民館午後１時１０分～１時２５分

８日昇

今池町内会公民館午後１時５０分～２時１０分
里地区コミュニテ
ィセンター午後１時４５分～２時東部公民館午後１時１０分～１時３０分１６日捷 作野公民館午後１時５０分～２時２０分
東山公民館午後２時２０分～２時３０分アグリライフ支援センター午後１時１０分～１時２０分１７日昇 三ツ川集会場午後１時１０分～１時２０分

９日昌

根崎公民館午後１時４０分～２時１０分
藤野公民館午後１時４０分～１時５０分和親館（高棚町）午後１時１０分～１時２０分

１８日昌 古井町公民館午後２時１０分～２時４０分箕輪町内会事務所午後１時４０分～２時
市保健センター午後１時～２時１２日松美園公園午後２時２０分～２時４０分

東端公民館午後１時１０分～１時４０分１９日昭 和泉公民館午後２時～２時２０分

広報あんじょう 2018.4.1臥

●
登
録
料

３
０
０
０
円

■
犬
の
届
出

犬
の
死
亡
、
飼
い
主
や
犬
の
所

在
地
変
更
等
は
、
環
境
都
市
推
進

課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き

や
迷
い
犬
を
保
護
し
た
と
き
は
、

県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー（
緯

０
５
６
５〈

〉２
３
２
３
）と
安

５８

城
警
察
署（
緯〈

〉０
１
１
０
）へ

７６

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
飼
い
犬
・
猫
の
ふ
ん
の
放
置

は
条
例
違
反
で
す

飼
い
犬
等
ペ
ッ
ト
の
散
歩
の

際
は
、
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
等
を
持
ち
歩
き
、
ふ
ん
は
必

ず
持
ち
帰
り

可
燃
ご
み
と

し
て
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

安城市ポイ捨て及びふん害の防止
に関する条例（抜粋）

（飼い主の責務）
第６条 飼い主は、飼い犬等が公
共の場所等においてふんをしたと
きは、これを直ちに回収し、適正
に処理（中略）しなければならない。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に
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